

















































































 ⑴大正大学宗教学会 2017 年度春期大会「交通網の発達にみる聖地の変化－武州御岳山を事例
として－」（2017 年 6 月）、⑵日本宗教学会第 76 回学術大会「神仏分離令への対応と観光化―修
験系集団を事例として―」（2017 年 9 月）、⑶講研究会公開シンポジウム「交通網の発達と御師の
生活の変化」（2017 年 12 月）。 
 ⑴では、御岳山と青梅鉄道・御岳登山鉄道を事例として取り上げ、明治時代以降、全国的にみ
られる寺社仏閣（聖地）と鉄道会社の関係性を以下の指標によって類型化した。氏子、檀家、講
などの帰属意識を有する共同体型、氏子、檀家、講などの帰属意識を持たない浮動層を参集型と
し、鉄道会社をはじめとする産業セクターがイニシアチブを握っている鉄道会社主導型、寺社仏
閣などの聖地側がイニシアチブを握っている聖地主導型と設定した。 
 これらの指標を立て類型化し、他の寺社仏閣と比較することで御岳山の事例が類型のどこに位
置付けられるのか検討した。そのような分析を通して、本研究の御岳山は、寺社仏閣共同体型と
寺社仏閣参集型の垂直の類型間移動が見られ、先行研究の事例とは異なる類型間移動をしている
ことが判明した。 
⑵では、大きな混乱なく神仏分離令へ対応した修験系集団は、観光への着手が早期に行われた
という仮説を立て、武州御岳山と戸隠を比較することで神仏分離令への対応と観光化のプロセス
を検討した。1930 年代になると、御岳山周辺では、鉄道網の発達や国民精神総動員運動の一環と
しての登山ブームなどがあいまって、外的な要因から観光地化が進み、一方の戸隠では、道路整
備によるバス網の発達によって観光客が増加した。このことから、両者とも 1930 年代における
交通網の発達により観光地化が進んだことが明らかになった。 
⑶では、交通網の発達、とりわけ鉄道網の発達が聖地・霊場にどのような影響を与えたのかと
いう問題意識のもと、御岳登山鉄道と御岳御師に注目し、御岳山観光事業の取り組み−−平成 23
年から 3 カ年行われていた「おいぬさま」活性化事業−−を事例として、交通網の発達によって御
師の生活がどのように変化したのか検討した。  
 
 
